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（１） 課題解決型プロジェクト（各種のPBL，コンテスト等）

1）科学技術（ものづくり）リテラシー，公開講座，出前授業の活動 

 諸外国と比べてわが国は一般市民の科学技術の役割や原理・法則を理解する能力は低く，これは児童の理科・

科学離れにより理科・科学に対し苦手意識を持ったまま大人になることが原因とも言われている．したがって，

科学技術リテラシーの向上には，児童を含めた一般市民に対して科学技術に関心を持ってもらう活動が必要とな

る．一般市民にわかりやすく科学技術を説明するには，まず説明者が科学技術リテラシーを身につけることが重

要である．本校では，工学的知識の習得だけではなく，学んだ科学技術を一般市民にわかりやすく説明する実験・

実習を通して，学生の科学技術リテラシーの醸成を行っている．この活動では，小中学生または一般市民に対し

て科学技術に関連した工作教室や実験体験を企画し，実際に学外で実施・発表を行うものである．学外で発表す

るテーマは科学技術のもつ社会性を一般市民に伝えることを必要条件としている．また，学外発表までに工作に

必要なキット，実演のための実験装置，専用のアプリなど，学外発表に必要な教材は自作となる． 

実験・実習テーマの実例としては，探査ロボット，ロケット，GPS，放射線，地震防災，地域づくりなど，我々

が生活に関係する科学技術を扱っている．これらの科学技術（ものづくり）リテラシー活動を通じて，学生自身

が科学技術のもつ社会性を学び，それを学外で説明することにより科学技術リテラシーが向上することを目指す

ものである． 

写真-1.1.1は，2017年6月25日に，岐阜市科学館で行われた「リフレッシュ理科教室」のリテラシー教育活動

の一例であり，小中学生約150 名が発光ダイオード（LED）を使った実験工作に挑戦した．応用物理学会東海支

部が年に一度，小中学生の教員に授業で取り入れられる実験や工作を紹介しており，併せて，小中学生に理科を

楽しんでもらう体験教室である．本校の学生や教員がスタッフを務め，3 種類の工作を準備し，参加者は，圧力

を加えると電気が発生する「圧電体」を使い，振り子の揺れる力で赤色LEDを光らせる踏切警報機型玩具や，細

長いホースに入れた蛍光液にLEDライトを当てると光る剣などを作って科学の楽しさを体験した． 

写真-1.1.2は，2017年11月25日に，岐阜市文化センターで行われた「ぎふサイエンスフェスティバル2017」 

であり，科学技術リテラシー教育活動の一環である． 

写真-1.1.1 岐阜市科学館「リフレッシュ理科教室」 
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写真-1.1.2 岐阜市文化センター「ぎふサイエンスフェスティバル」 

 さらに，本校では，将来の社会の担い手である小中学生に対して，専門的な内容を早期に関心や興味を持って

もらうことを目的とした「公開講座」「出前授業」を積極的に実施している．これは，自然科学，人文科学，工学

（機械，電気情報，電子制御，環境都市，建築など）を専門とする教員が，わかりやすく教授するものであり，

日常の授業では体験できない実験・実習などを提供している．表-1.1.1は，平成29年度に開催された公開講座の

一覧を示したものである． 
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表-1.1.1 平成29年度公開講座一覧 

2）課題解決型の授業（PBL） 

 本科および専攻科では，卒業研究や特別研究以外でも，課題解決型のテーマを正規のカリキュラムの中に取り

入れて，専門教育（機械，電気情報，電子制御，環境都市，建築）が行われている． 

機械工学科では，航空機・自動車の運輸機器技術，IT技術，ロボット技術の進展に適合するように，機械設計

と機械製作が連動する工夫が行われている．電気情報工学科では，電気・電子工学と情報工学について，座学に

加えて，最新の機器を取り入れた電気・電子工学関係の実験設備や，学科専用のUNIXネットワーク教室を用い

て，電気・電子・情報の知識と技術をバランスよく身につける教育が行われている．電子制御工学科では，セン

シング（目・耳），認識と判断（頭），制御（手足）といったプロセスを人が介することなく自律的に行う知能化

システムが取り扱わられ，電気・電子・機械系に加えて，計測・制御・情報・コンピュータ関連のロボット工学，

システム制御工学などの実験・実習が行われている．さらに，環境都市工学科では，日常生活に直結した社会基

盤整備や防災，環境負荷低減型・循環型の都市づくりなどについて，実験・実習・総合演習に重点をおいた教育

が行われている．建築学科では，「用・強・美」の観点から人間を包む器としての建築を対象にして，構造・環境・

計画を統合した設計製図などが行われている．専攻科では，5 学科の専門分野を統合した創造工学実習を取り入

れて知財教育を進め，毎年パテントコンテスト（大学部門）に応募している． 

例として，小学校施設活用計画とまちづくり（図-1.2.1参照）や商店街再生計画の提案（図-1.2.2参照）におい

て，課題の条件設定，フィールドワーク，計画，模型製作などの課題解決の具体的な提案が進められている． 
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図-1.2.1 小学校施設活用計画とまちづくり（例） 
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図-1.2.2 商店街再生計画の提案（例） 
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3）各種コンテストの参加（東海・北陸地区小水力発電アイデアコンテスト） 

 平成29年3月26日，岐阜県高山市丹生川地区で開催された，東海・北陸地区第6回小水力発電アイデアコン

テスト2017（大会会長：伊藤義人校長，共催：（株）デンソー）において，岐阜高専エコ･エネルギー研究会（同

好会）は，アイデア賞1位，地域住民賞1位，技術賞3位を受賞し，大賞（総合優勝）に輝いた． 

 小水力発電アイデアコンテストは，東海北陸地区において，｢ものづくり｣を学ぶ高専の学生が地域の自然資源

を活用した小水力発電のアイデアを提案し，製作した小水力発電装置を現地に設置して地域住民にデモ実験とプ

レゼン発表を行うものである．約1年かけて，合同合宿から現地測量・設計・製作・設置を通じて自らの技術と

社会への関わりを学ぶとともに，地域の担い手として課題を解決する力を培うものである．2011年の第1回岐阜

県郡上市開催から今回でほぼ一巡した．（図-1.3.1参照） 

 このような地域の課題解決策をゼロベースで思考し，学科横断的な連携により現地で実証することは，早期教

育を特徴とする高専教育システムにおいて，専門分野の垣根を超えて多様な人や組織と連携・融合するイノベー

ンション人材育成としての能力を涵養するユニークな取組みである． 

 

 
図-1.3.1 小水力発電アイデアコンテスト（東海・北陸地区） 

 

4）各種コンテストの参加（全国大会） 

  図-1.4.1は，全国高専大会規模のコンテスト（ロボコン，デザコン，プロコン，英語プレコンなど）の結果を

示したものである．本校が主管した第14回全国高専デザインコンペティション2017（図-1.4.2参照）では，創造

デザイン部門で審査員特別賞，プレデザコン部門では，優秀賞（JST 理事長賞），第 11 回全国高専英語プレゼン

テーションコンテスト2017（図-1.4.3参照）では，シングル部門第2位，第28回全国高専プログラミングコンテ

スト2017（図-1.4.4参照）では敢闘賞とパテント審査奨励賞を獲得している．また，高専フォーラム2017で開催

された高専 PR コンテンツコンテスト（ショートムービー部門，図-1.4.5 参照）では入賞（準優勝相当），パテン

トコンテストでは優秀賞（特許出願支援対象）を受賞している． 
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図-1.4.1 各種コンテストの結果（全国大会） 
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【プレデザコン部門（優秀賞：JST理事長賞）】 

【創造デザイン部門（審査員特別賞）】 

図-1.4.2 第14回全国高専デザインコンペティション2017in清流の国ぎふ 
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図-1.4.3 第11回全国高専英語プレゼンテーションコンテスト2017 （シングル部門：2位） 

 

 【課題部門】 敢闘賞 

 
 
 
 
 
 
 
 

【競技部門】 奨励賞 

  

図-1.4.4 第28回全国高専プログラミングコンテスト2017（敢闘賞・奨励賞） 
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図-1.4.5 高専PRコンテンツコンテスト（ショートムービー部門） （準優勝相当） 
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5）本科1年生による学会研究発表会の参加（中国支部） 

 高専の特長である早期専門教育の事例として，本科1年生が電気学

会中国支部第10回高専研究発表会において研究発表を行った．もの

づくりリテラシー教育の一環として参加学生4名でチームを組み，代

表1年生が発表した．他高専は本科5年生や専攻科1年生が発表し，

中国電力本社大ホールで行われる中，緊張する様子もなく発表・質疑

に対応した（写真-1.5.1，図-1.5.1参照）． 

  写真-1.5.1 本科1年生による学会発表 

 
図-1.5.1 本科1年生による学会発表（高専部門）  
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（２） 次世代イノベーションを意識した学科講演会（キャリアパス教育） 
  

 次世代の産業の礎となる技術の創出を目指して，大都市や地方において抱える課題解決に役立ち，国内外にお

いて市場の拡大が期待される産業分野への参入を促進する事業が進められている．超高齢者社会を迎えて，健康・

医療，環境・エネルギー，危機管理等がキーワードとなっている．最近「社会実装」という言葉を頻繁に目にす

るようになり，研究成果として得られた「知」は，学術的価値を持つと同時に，それが社会において活用された

場合には，新たな製品・サービスや社会システムの創出などを通じて経済や社会に多くの便益を(時には不利益

も) もたらすことになる．第4期科学技術基本計画以降の科学技術政策においては，研究成果をイノベーション

創出に結びつけ，国内外の諸課題の解決や産業の活性化を目指す科学技術イノベ―ション政策が推進されており，

多くの府省において「出口」を強く意識した政策が進められている． 

 「社会実装教育」は，学生が仲間と互いの強みを活かし、ユーザ等と共創しながら現実の課題を解決するエン

ジニアリング・デザイン教育(以下、ED 教育と表記)の一つである．今後，学生が課題解決に取組み，新しい価値

を生み出し，その成果を発表する場などを通した一連の活動により，知的好奇心を全開にして，主体的に必要な

知見を求め，吸収し，野心的に未来を切り開く力を修得することが期待されている． 

 本校は5学科体制（機械，電気情報，電子制御，環境都市，建築）であり，専門分野だけに孤立しない先端の

トレンドを理解する柔軟性や，自然科学，人文科学などを含めた文理融合が求められている．特に，図-2.1 のよ

うに，第4次産業革命を意識した次世代イノベーションの知見を得るために，外部講師による学科講演会を実施

した（表-2.1参照）． 

  

 
図-2.1 第4次産業を意識した次世代イノベーション 
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（専：専攻科 M：機械工学科 E：電気情報工学科 D：電子制御工学科 C：環境都市工学科 A：建築学科） 

表-2.1 平成29年度・学科講演会一覧表 

 

日程 講習会等名称 学年 学科 講習会内容 参加者数 講  師 

H29.6.20 ソフトウェア開発講演会 5 Ｅ 
ソフトウェア開発ツールと保

守・運用について 
22 テックプレッソ㈱ 

H29.6.20 
シビルエンジニア 

  リングのキャリアパス 
3、4 

Ｃ 

専 

IoT／AI時代に生きる皆さんへ

のメッセージ 
103 

㈱フィックスターズ 

 シニアエンジニア 

H29.7.5 
私と世界～グローバルと 

 グローカルとは？～ 
4 

全 

学科 

グローバルに活躍する人材を育

成することを目的 
223 ㈱メディア総合研究所 

H29.9.28 
電子入札に関わる 

 情報セキュリティ 
3、4 

Ｃ 

Ａ 

情報セキュリティ人材育成の一環と

して、情報セキュリティ学科講演会

を環境都市工学科・建築学科の第3

学年、第4学年合同で実施 

181 
国土交通省 

中部地方整備局 

H29.9.28 
建設系キャリア教育の講

演会 
3、4 

Ｃ 

専 
建設 ICTと測量の最新動向 97 

㈱ﾆｺﾝ･ﾄﾘﾝﾌﾟﾙ・国土交

通省中部地方整備局 

H29.10.23 

サイバーセキュリティ 

 業界の現在高専生の 

    キャリアについて 

3 
Ｃ 

専 

情報セキュリティ及び学生の進路選

択について理解を深めること 
42 

情報セキュリティ 

支援事業 

H29.11.13 
情報セキュリティ 

について 
5 

Ｃ 

専 

情報セキュリティに関する理解

を深めること 
52 日本マイクロソフト㈱ 

H29.12.7 
ビッグデータ 

  ・IoT講演会 
3、4 

Ｃ 

専 

道路・交通業務における IoT・ビッ

グデータの活用事例と今後の展望 
103 

㈱エイテック 

東日本支社  

H29.12.8 キャリア講演会 4 Ｄ 
「製造メーカーで働くというこ

と」ほか 
41 

三菱ﾒｶﾄﾛﾆｸｽｿﾌﾄｳｪｱ㈱・

NHK・ｱｲｼﾝ精機㈱・㈱

IHI ｴｱﾛｽﾍﾟｰｽｼﾞｬﾊﾟﾝﾏﾘﾝﾕ

ﾅｲﾃｯﾄﾞ㈱・東海旅客鉄

道 

H29.12.15 
岐阜高専  

建設技術士有志会 
4 Ｃ 就職活動支援意見交換会 45 

大垣市役所・国土交通

省中部地方整備局・岐

阜国道・公益社団法人

岐阜県都市整備協会・

揖斐土木事務所・大林

道路㈱・㈱安部日鋼工

業・中日本建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

㈱・滝上工業㈱ 

H30.1.29 BIM講演会 4、5 Ａ 
建築施工における 

BIMマネジメント 
81 ㈱大林組名古屋支店  
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 現代の都市は，エネルギー管理の効率化，経済成長と開発，生活の質と安心安全など，多様な問題に直面して

いる．こうした問題の解決に資する主要な ICT技術として，近年，モノのインターネットとクラウドコンピュー

ティングが脚光を浴びている.日欧共同研究Cloud of Tingsプロジェクトは，インターネットに接続する人・モノ・

サービスをクラウドコンピューティング基盤として融合する，効率的な協調プラットフォームである．あらゆる

人・モノ・サービスから得られる情報を活用して，都市をよりスマートにしようとする意図がある．図-2.2は，ス

マートシティのフレームワークを示したものである．また，図-2.3は，BIM（Building Information Modeling）を示した

ものであり，コンピューター上に作成した3次元の建物のデジタルモデルに，コストや仕上げ，管理情報などの

属性データを追加した建築物のデータベースを，建築の設計，施工から維持管理までのあらゆる工程で情報活用

を行うためのソリューションである． 

 
図-2.2 スマートシティ（次世代イノベーション） 

 

 

図-2.3 BIM（統合モデル） 
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（３） 航空宇宙技術講座などのGI-net 配信（高専連携） 
  

 国産旅客機MRJ の量産，米国ボーイング機種の増産，H3ロケットの開発など，航空宇宙産業の需要が高まる

中，航空宇宙産業の集積が高い東海地域において，技術系人材の不足が懸念されている．本校は経済産業省中部

経済産業局と共同で，航空宇宙関連技術に関する特別講義を計5回開講し，その内3回を全国高専にGI-netによ

りライブ配信した（図-3.1，図-3.2参照）．その一覧表を示したものが表-3.1（14高専，延べ受講者435名）である． 

 

 
図-3.1 航空宇宙技術講座および宇宙工学講座 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2 航空宇宙技術講座の受講状況（岐阜高専） 
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表-3.1 平成29年度 航空宇宙技術講座（計5回） 

               

  
第1回(11/1) 第2回(11/15) 第3回(11/22) 第4回(11/29) 第5回(12/20) 合計 

人数 人数 人数 人数 人数 人数 

1 旭川 10 8 2 7 6 33 

2 一関 1 0 1 1 0 3 

3 仙台 18 2 0 12 11 43 

4 鶴岡 2 1 2 1 2 8 

5 長岡 0 1 1 0 1 3 

6 石川 1 1 1 1 1 5 

7 長野 2 1 3 1 1 8 

8 岐阜 7 10 10 9 3 39 

9 沼津 2 3 4 2 2 13 

10 豊田 40 0 31 0 20 91 

11 鳥羽 41 13 40 0 38 132 

12 鈴鹿 0 0 0 0 48 48 

13 米子 1 1 1 0 1 4 

14 津山 1 1 1 1 1 5 

合計 126 42 97 35 135 435 

 

平成29年度 国立高専生向け航空宇宙技術講座 

 

＜第1回＞ 
◇日 時：11月1日（水） 14：30～17：00 
◇場 所：岐阜工業高等専門学校 多目的ホール 
     （岐阜県本巣市上真桑2236-2） 

◇時間割：（14：30～14：40 接続確認） 

14：40～15：00 開講式（10分） 

（開講挨拶）岐阜工業高等専門学校 副校長 和田 清 氏 

中部経済産業局地域経済部次長 三橋 一美 氏 

 14:50～16:50 講義（120分） 

16:50～17:00 質疑応答 

◇講 義：航空業界入門 

～航空機の安全性、信頼性、その仕組みについて～ 
◇講 師：公益社団法人日本航空技術協会 

シニア・コンサルタント 末永 民樹 氏 
 

＜第2回＞ 
◇日 時：11月15日（水） 14:30～16:30 
◇場 所：鳥羽商船高等専門学校 4号館3階マルチメディア室 
      （三重県鳥羽市池上町1-1） 
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◇時間割：（14:30～14:40 接続確認）  
14:40～16:10 講義（90分） 

16:10～16:30 質疑応答 
◇講 義：航空機システム概論 

～航空機システム設計、装備システム等～ 
◇講 師：三菱航空機(株)技術本部 主幹技師 吉田 裕一 氏 
 
＜第3回＞ 
◇日 時：11月22日（水）14:30～16:30 
◇場 所：岐阜工業高等専門学校 多目的ホール 
     （岐阜県本巣市上真桑2236-2） 
◇時間割：（14:30～14:40 接続確認） 

14:40～16:10 講義（90分） 

16:10～16:30 質疑応答 
◇講 義：装備品・アビオニクス 

～主操縦システムと飛行制御アクチュエータ～技術と歴史、作動原理、アクチュエータ開発の流れと

安全性設計、最新技術動向～ 
◇講 師：ナブテスコ(株) 航空宇宙カンパニー 技術部長 田中 成人 氏 
 
＜第4回＞ 
◇日 時：11月29日（水）14:30～16:30 
◇場 所：岐阜工業高等専門学校 多目的ホール 
     （岐阜県本巣市上真桑2236-2） 
◇時間割：（14:30～14:40 接続確認） 

14:40～16:10 講義（90分） 

16:10～16:30 質疑応答 
◇講 義：機体部品製造 

～難削材加工技術、精密加工～ 
講 師：（株）水野鉄工所 企画室長 宮川 仁志 氏 

 
＜第5回＞ 
◇日 時：12月20日（水）14:30～17:00 
◇場 所：鈴鹿工業高等専門学校 
     （三重県鈴鹿市白子町） 
◇時間割：（14:30～14:40 接続確認） 

14:40～16:10 講義（90分） 

16:10～16:20 質疑応答 

16:20～16:40 閉講式（20分） 

 （航空宇宙システム研究グループ長） 

岐阜工業高等専門学校 建築学科 柴田 良一 氏 

 （閉講挨拶）岐阜工業高等専門学校 校長 伊藤 義人 氏 
◇講 義：エンジン全般 

～エンジン構造、最先端テクノロジー、コンプレッサー、タービン、 
燃焼器、材料～ 

◇講 師：三菱重工航空エンジン(株) 
 民間エンジン製造部生産設計課長 水谷 孝治 氏 
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  航空宇宙技術講座以外にも，オープンCAE講習会を企業や学会，団体等に積極的に展開している．少人数の

きめの細かい対応をしており，計11回，115名となっている．その一覧表を表-3.2に，その概要を図-3.3に示す． 

 

表-3.2 CAE講習会の一覧表 

日程 講習会等名称 対象者 講習会内容 
参加 

人数 

H29.7.1 関西CAE懇話会 
㈱アルゴグラフィックス 

企画技術者 

Easy1STRを使った

Front1STR入門 
5 

H29.7.8 関西CAE懇話会 
㈱アルゴグラフィックス 

企画技術者 

Easy1STRを使った

Front1STR入門 
5 

H29.7.29 関西CAE懇話会 
㈱アルゴグラフィックス 

企画技術者 

Easy1STRを使った

Front1STR入門 
5 

H29.9.30 関西CAE懇話会 
㈱アルゴグラフィックス 

企画技術者 

粒子モデルによるペリダイ

ナミクス破壊解析入門 
10 

H29.11.25 関西CAE懇話会 
㈱アルゴグラフィックス 

企画技術者 

粒子モデルによるSPH法

ソルバーDual SPHysicsに

よる新しい流体解析入門 

15 

H29.12.16 関西CAE懇話会 
㈱アルゴグラフィックス 

企画技術者 

個別要素法解析ソルバー

LIGGGHTSを用いた 

DEM解析入門 

10 

H29.9.16 
日本機械学会計算力学講演会

チュートリアル 

近畿大学 企業技術者+大

学等研究者 

クラウドを活用したオープ

ンCAE実習コース 
24 

H29.11.16 
愛知県あいち産業科学技術総

合センター 

あいち産業科学技術総合セ

ンター 企画技術者 

デジタルエンジニアリン

グ：オープンCAE研修 
12 

H29.11.24 
愛知県あいち産業科学技術総

合センター 

あいち産業科学技術総合セ

ンター 企画技術者 

デジタルエンジニアリン

グ：オープンCAE研修 
8 

H29.11.27 
愛知県あいち産業科学技術総

合センター 

あいち産業科学技術総合セ

ンター 企画技術者 

デジタルエンジニアリン

グ：オープンCAE研修 
8 

H29.12.7 
オープンCAE学会シンポジ

ウム 

名古屋大学 企業技術者＋

大学等研究者 

粒子モデル破壊解決理論

Peri-dynamicsによる破壊解

析基礎演習 

8 

      参加人数合計 115 
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オープンCAE のものづくり活用ミニワーキンググループ活動報告 

オープンCAE を用いた構造解析の体験と実践 

 

主催：岐阜高専地域連携協力会 

共催：ぎふ技術革新センター運営協議会・オープンCAEのものづくり活用ミニワーキンググループ 

概要：パソコンを活用して製品設計などの支援を行うCAE（強度解析、流体解析など）が活用され，最近では，無料

で利用可能なオープンソースを用いたオープンCAEへの関心が高まってきている．これらのツールを活用するための

公開講座を以下の通り行った． 

講師：岐阜工業高等専門学校 建築学科 教授 柴田良一 

内容：「オープンCAEを用いた構造解析の体験と実践」(無料) 

  ・「体験編」：Free CAD のFEM機能を用いた 3D-CADと構造解析の体験 

   無償利用できる 3D-CADの Free CADを用いて，簡単な形状作成方法を演習し， 

  構造解析機能を用いたテーブルや機械部品の強度解析を体験する． 

  ・「実践編」：Salome-Mecaを用いた、基礎的な構造解析の演習 

   無償利用できるオープンＣＡＥ構造解析ツールのSalome-Mecaを用いて， 

実践的な構造解析の手法を習得する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.3 オープンCAEを用いた構造解析の体験と実践（岐阜高専） 
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（４） LMS によるフィードバック（学修成果の可視化） 
  

 本科では，履修指導などを経て実践技術単位制度が導入され，LMSを通じて学修成果の可視化が行われている．

また，本科の教育課程外として，｢ものづくりリテラシー教育実習｣を学生の主体性に応じて実施している．さら

に，専攻科は，｢科学技術リテラシー教育実習（2 単位，選択）｣が正規の教育課程に組み込まれている．これら

は，事前の履修指導や実習中のアドバイス，事後のフォーアップなどを通じて学生の総合的な学習能力の涵養に

努めている．｢学修成果の可視化｣として，実践技術単位制度（ポイント制）の高専教育への展開を実施している．

これらのポイントは学生個人が LMS のポートフォリオに登録・反映し，教員がエビデンスに応じて認定してい

る．本事業では，講演会，講習会などの講座の履修した際に，これらの講座ごとのwebアンケート，複数参加に

よるポイント制や履修証明書等の発行など，学生の学びの成果や意欲に繋がる取組を進めている（図-4.1，図-4.2 

参照）． 

 

 

図-4.1 LMS（Moodle）による学修成果の可視化 
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図-4.2 LMS（Moodle）によるフィードバック（例：学科講演会） 
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（５） インターンシップ（国内および海外） 
  

 専攻科生が企業等において，特別実習生として 3 週間以上（120 時間以上）にわたって実習活動に従事するこ

とを必修単位（3単位）としている．学内において15時間以上の準備，報告書の作成，発表を行う．実践的な技

術の体験や，共同研究課題の設定，実施等を通して，社会や企業と高専での学修との有機的連携を推進し，必要

に応じて，本校との共同研究制度や受託研究制度との連携も考慮することが期待される．以下に具体的な目標は

以下のようである．1)技術者倫理を身につけること，2)問題抽出・検討能力を身につけること，3)協調・管理統率

能力を身につけること，4）実践能力を身につけること，5)報告書作成・プレゼンテーション能力を身につけるこ

と，6)評価能力を身につけることである． 

 本科4年で校外実習を行っており，卒業要件には入れない学外単位として認定している（実質5日間：1単位）．

専攻科生の履修率は100％であるが，本科生は学科により差があり平均70％程度となっている（表-5.1参照）． 

 表-5.2は本科生および専攻科生の派遣先（企業，大学，公務員など）を示したものである．海外インターンシ

ップについては，後述する交流協定大学（8ヶ国13大学）の他に，本校地域連携協力会会員であり，岐阜県内

に本社がある海外法人企業において，2〜3週間のインターンシップが含まれている（TYK Limitedなど）． 

 

表-5.1 平成29年度 インターンシップ派遣本科４年（参加率） 

 

学科名 参加者 現員 参加率 

機械工学科 26 46 57% 

電気情報工学科 14 43 33% 

電子制御工学科 41 41 100% 

環境都市工学科 41 45 91% 

建築学科 32 41 78% 

計 154 216 71% 
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表-5.2 平成29年度 インターンシップ派遣（本科および専攻科） 

 

平成29年度 インターンシップ派遣学科別一覧       

  

機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 

国内 海外 国内 海外 国内 海外 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

本科1年                         

本科2年                         

本科3年     1       4           

本科4年 16 9   2 14   1   4 40     

本科5年             1           

専攻科1年   2 4   3 5 2     9 3 2 

専攻科2年                         

計 16 11 5 2 17 5 8 0 4 49 3 2 
             

  

環境都市工学科 建築学科 合計 

国内 海外 国内 海外 国内 海外 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

公務員 

大学 
企業 

本科1年                         

本科2年                         

本科3年                      5   

本科4年 26 28     1 31     61 108 1 2 

本科5年                     1   

専攻1年 1 2 1   5 3 2   9 21 12 2 

専攻2年                         

計 27 30 1 0 6 34 2 0 70 129 19 4 
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（６） 交流協定大学との双方向交流（国内および海外） 
  

 2018年3月，本校と包括交流協定を締結した大学は，8ヶ国13大学である．この内，ハノイ工科大学の傘下に

ある HACTECH（短期大学）を含めると 8 ヶ国 14 大学となる（図-6.1 参照）．これらの海外大学とは，JASSO

（短期研修・研究型）プログラムなどを利用して，2017年度は，受入学生25名（2週間〜5ヶ月），派遣23名 

（2〜3週間）であり，研究室で実験や解析，本校学生などとの異文化交流を育んでいる（表-6.1参照）． 

 

  
図-6.1 包括交流協定締結の海外大学 

 

表-6.1 交流協定大学からの受入学生（2017年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大 学 名 期  間 

1，2 リールＡ技術短期大学 4/7～6/28 

3，4 アイオワ大学 5/25～6/9 

5，6 バンドン工科大学 6/13～7/19 

7，8 マレーシア工科大学 7/4～7/20 

9，10 ハノイ建設大学 7/4～7/23 

11，12 中部土木大学 7/19～8/6 

13，14 ハノイ工科短期大学 7/19～8/6 

15，16 トリノ工科大学タシケント校 8/23～8/31 

17，18 ハノーバー大学 8/23～9/3 

19〜21 リパブリック・ポリテクニック 10/2～2/27 
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1）ベトナム国ハノイ工科大学（HUST）と包括交流協定締結 

  岐阜高専（伊藤義人校長）は，平成29年5月4日，伊藤校長，和田副校長，山本前国際交流室長の3名が渡航し，

ベトナム国ハノイ工科大学（HUST）と包括交流協定を締結した．ハノイ工科大学は，1956年に創設されたベトナ

ム国最初の技術系総合大学であり，教育訓練省が定める重点14大学のひとつとして工学系高等教育の拠点機関と

位置づけられている．また，独立行政法人国立高等専門学校機構は，同年2月27日に同大学と包括連携協定を締結

しており，今回の本校との締結により，本年度独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）支援の短期留学生の協

定受入が実現し，今後，双方向学生交流および教員の国際共同研究などを可能にする包括的なものである．また，

高専機構のベトナム協力支援校として第3ブロックから本校が参画している． 

さらに，ハノイ工科大学の傘下にあるハノイ工科短期大学（HACTECH），JASSOベトナム事務所（岡田叔子所

長），独立行政法人国際協力機構（JICA）ベトナム事務所等を訪問し情報交換を行った．加えて，包括交流協定を

既に締結しているベトナム中部土木大学（MUCE）を訪問し，ベトナムが直面する“環境の持続可能性”と“災害に

対する強靭性”を備えた都市インフラ整備などについて，双方の研究者が情報交換し，日本の経験を活かす教員間

交流を行っている（図-6.2参照）． 

 

 
 

図-6.2 ハノイ工科大学における交流協定調印式 

（中央右：伊藤義人校長，左：Huynh Quyet Thang副学長） 

 

2）フランスのリールA技術短期大学からの短期留学生受入 

 平成 29 年 4月 6 日から 6 月 29 日の 3 か月にわたって受入れる，フランスのリールA技術短期大学（IUT A 

Lille）からの短期留学生2名の入学オリエンテーションを行った．本校は，平成25年度から毎年，独立行政法人

日本学生支援機構（JASSO）の支援を受け短期留学生の双方向交流（派遣・受入）を実施している．平成28年2

月 2 日には新たにリール A 技術短期大学と学術交流協定を締結し，この協定に基づき，初めてリール A 技術短

期大学からの学生を受入れた．学生は，電気情報工学科の研究室においてそれぞれスマートフォンを活用した景

観の経年変化の調査・分析システムの研究・開発や，名古屋大学にある小型の核融合実験装置における内部プラ

ズマ計測の実施に取組んだ．また，研究活動以外でも，茶道などや毎週行っている外国語トークカフェにおいて

書道やゲームなどを通じて本校の学生との交流を深めることができた．この双方向協定型の短期交換プログラム

は，JASSOの短期研修・研究型の受入れ支援により初めて可能となり，岐阜高専学生・教員の国際化・グローバ
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ル人材育成に大いに寄与している．修了式では、羽渕国際交流室長らの立会いの下に，伊藤校長から学生に修了

証書が手渡された（図-6.3参照）． 

 

 
図-6.3 リールA技術短期大学生（2名）インターンシップ修了式 

  

3）ベトナムからの短期留学生インターンシップ修了式 

平成 29 年 8 月 4 日，岐阜高専（伊藤義人校長）は，ベトナム社会主義共和国・中部土木大学，及びハノイ工科短期

大学から受け入れた短期留学生 4名のインターンシップ修了式を挙行した．同校は，平成 25年度から毎年，JASSO（日

本学生支援機構）の支援を受け短期留学生の双方向交流（派遣・受入）を実施している．滞在中，中部土木大学の 2名

は環境都市工学科と建築学科，ハノイ工科短期大学の 2名は電気情報工学科の研究室に配属され，耐震防災，ロボット，

3D モデリング等の研究活動に取り組んだほか，学外研修や成果発表会等の場を通じて，本校の学生との交流を深めた

（図-6.4参照）． 

  

 
図-6.4 ベトナムからの大学生（4名）のインターンシップ修了式 
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4）短期留学生インターンシップ修了式 

平成29年8月31日，岐阜高専は，トリノ工科大学タシケント校から1名，ハノーバー大学から2名の短期留

学生のインターンシップ修了式を行った．滞在中，トリノ工科大学タシケント校の2名は電子制御工学科に，ハ

ノーバー大学の2名は環境都市工学科と建築学科の研究室に配属され，ロボット，耐震防災，景観等の研究活動

に取り組んだほか，学外研修や成果発表会等の場を通じて，本校の学生との交流を深めた．短期留学生のうち 1

名が途中で緊急帰国しなければならない事態となったが，その他の短期留学生は，無事修了式を迎えることがで

きた．本校は，平成25年度から毎年，独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）の支援を受け短期留学生の双方

向交流（派遣・受入）を実施している．この双方向協定型の短期交換プログラムは、JASSO の短期研修・研究型

の受入れ支援により初めて可能となり，岐阜高専学生・教員の国際化・グローバル人材育成に大いに寄与してい

る．修了式では，国際交流室副室長らの立会いの下に，伊藤義人校長から学生に修了証書が手渡された（図-6.5参

照）． 

 

図-6.5 ハノーバー大学，トリノ工科大学からの大学生のインターンシップ修了式 

 

5）シンガポールポリテクニックからの中期留学生を受入 

岐阜高専（伊藤義人校長）は、平成29年10月2日から平成30年2月28日の5か月にわたって受入れた，シ

ンガポールポリテクニックからの中期留学生の入学オリエンテーションを行った．同校は，平成25年度から短期

留学生の交換（派遣・受入）を行っているが，シンガポールポリテクニックからの留学生の受入は，高専機構本

部の包括的学術交流協定に基づき，昨年度に続き2回目である．3名の学生は ITについて学んでおり，電気情報

工学科の田島研究室と柴田研究室で研究に取組んだ（図-6.6参照）． 

． 
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図-6.6 シンガポールポリテクニックの学生のインターンシップオリエンテーション 

 

6）海外インターンシップ・短期留学壮行会 

 岐阜高専は，世界で活躍できる技術者を育成するため，海外の大学等との交流協定の締結を進め，学生が海外

で学び・国際経験を積める環境の整備に力を入れている．本年度は，JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）

の双方向短期研修・研究型プログラムの支援を受けて，海外大学の学生25名を受け入れるとともに，本校学生を

海外大学等に派遣している．今年度は専攻科１年生 14 名の海外インターンシップへの派遣，および本科生 9 名

の海外短期留学を決定し，7月10日，当該学生を対象に壮行会を行った．派遣留学先及び人数は，英国ダーラム・

TYK Ltd.2 名，バンドン工科大学 3 名，マレーシア工科大学 3 名，米国アイオワ大学 2 名，ドイツ・ハノーバー

大学2名，ウズベキスタン・トリノ工科大学タシケント校2名，ニュージーランド・オタゴポリテクニック5名，

北アイルランド・SERC 2名，中国・鍋屋バイテック2名であり，専攻科生の海外インターンシップについては3

週間，先方の大学教員の研究室等に配属され研究指導を受ける．参加学生は，世界の現状を知るとともに，英語

によるプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力を磨くことになる．壮行会は、伊藤義人校長，清水晃・

廣瀬康之国際交流副室長らの出席の下に行われ，学生は激励の言葉に決意を新たにした（図-6.7，表-6.1参照）． 

 

 
図-6.7 海外インターンシップ派遣・短期留学壮行会 
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表-6.1 平成29年度海外インターンシップ・短期留学の支援事業 

専攻科1年（特別実習）   本科生 

派遣先 クラス 人数 派遣先 学年学科 人数 

バンドン工科大学 専攻科１年 3 
ニュージーランド 

オタゴポリテクニック 

3年機械工学科 1 

マレーシア工科大学 専攻科１年 3 3年電気情報工学科 4 

トリノ工科大学

（タシケント校）
専攻科１年 2 北アイルランド 

South Eastern Regional 

Coll. 

4年電気情報工学科 1 

ハノーバー大学 専攻科１年 2 5年電気情報工学科 1 

アイオワ大学 専攻科１年 2 
中国 

鍋屋バイテック 
4年機械工学科 2 

TYK Limited 専攻科１年 2 

合計  14 合計 9 

33



（７） 交流協定大学との合同セミナー開催 

  

 上述したように，本校は8ヶ国13大学との交流協定を締結している（図-7.1参照）．また，2018年2月には，

マレーシアUTHM大学との包括交流協定を締結した（図-7.2参照）． 

 

 
図-7.1 包括交流協定の締結大学 

 

 
図-7.2 マレーシアUTHM大学との包括交流協定締結 
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 過去 4 回，インドネシアバンドン工科大学（ITB）との国際セミナーを開催している．2018 年 3 月 19 日には，

本校と交流協定を締結している大学（8ヶ国13大学）に呼びかけて，環境と防災に加えてエンジニアリング教育

や研究開発などにテーマを拡大し国際セミナー（ESDPR＆EE2018）を岐阜市で開催した（図-7.3参照）． 

 国際セミナー発表者は，計25名（外国人：13名，日本人：12名），参加者36名（＋スタッフ6名），レセプシ

ョン参加者：44名である．第3ブロックからは明石高専，福井高専参加があり，招待講演には，名古屋大学（地

震防災関係）および神戸情報大学院大学（環境の持続可能性関係）から招聘した．国際セミナー，レセプション

の開催状況は，図-7.4〜図-7.6，プログラムは表-7.1のようである． 

 セミナー修了後（3/20）は，本校の卒業式および修了式に招待し，本校の実験施設のラボツアー（大型振動装置

によるスロッシング実験など）やステンレスタンクでグローバル企業として活躍している森松工業(株)の企業見

学を行った（図-7.7，図-7.8参照）． 

 

 
図-7.3 交流協定大学との国際セミナー開催 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

図-7.4 国際セミナー開催の案内（岐阜大学サテライトキャンパス） 
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表-7.1 国際セミナーのプログラム（3/18-20，2018） 

Date Sunday, March 18th, 2018
Venue Hotel Resol Gifu

Time Activities
15:00 ~ 19:00

Date Munday, March 19th, 2018
Venue Gifu University Satellite Campus

Time Activities
8:45
9:00 ~ 9:15

9:15 ~ 9:45 K1
Keynote Speaker 1
Prof. Ikuo Sugiyama (Kobe Institute of Computing)
‘Smart City Design’ for Enhancing Sustainable Innovations in Developing Countries

9:50 ~ 10:03 O1
Indah R S Salami (ITB)
Evaluation of Quality and Toxicity of River Water Receiving Industrial Wastes in Tributary
of Citarum River West Java, Indonesia

10:03 ~ 10:16 O2 Arno Adi Kuntoro (ITB)
Low Flow Trend in Upper Citarum River Basin

10:16 ~ 10:29 O3 Huy Thanh VO (MUCE)
Vulnerability Assessment of Water Resources for Ba River under Climate Change

10:29 10:49

10:49 ~ 11:02 O4
Tajima Koji (Gifu College)
A Prototype of Power Control Hardware for Raspberry Pi to Extend Operation Time in
Environment Monitoring

11:02 ~ 11:15 O5 Zahran Khudzari (UTM)
Building Detection of Computational Fluid Dynamics Algorithm for Air Pollutant Dispersion

11:15 ~ 11:28 O6 Chin Siong HO (UTM)
Environmental sustainability and Low Carbon Development in Malaysia.

11:28 ~ 11:41 O7
Asep Sofyan (ITB)
Numerical Simulation of Local Wind and Air Pollution Distribution over Java Island,
Indonesia

11:41 ~ 11:54 O8
Marisa Handajani (ITB)
Ethanol production from the conversion of palm oil mill effluent by anaerobic process:
Influence of iron (II) addition for acidogenic product formation

11:54 ~ 12:07 O9
Ozoda Yuldasheva (TTPU)
Assessment of Domestic Material Consumption for Sustainable Consumption and Production
in Uzbekistan

12:07 ~ 13:17

13:17 ~ 13:47 K2

Keynote Speaker 2
Prof. Nobuo Arai (Nagoya University)
Realizing Damage Mitigation and Early Recovery, Clarifying Bottlenecks in Society, and At-
tempting to Build a System of Cross-Organizational Cooperation.

13:47 ~ 14:00 O10
Kazunori Mizuno (Gifu College)
Appling to the Stability Problems in Geotechnical Engineering using Rigid Plastic Finite
Element Analysis

14:00 ~ 14:13 O11
Naohiko WATANABE (Gifu College)
Influence of spatial autocorrelation length of corroded thin-walled member thickness on
ultimate compressive strength

14:13 ~ 14:26 O12
Toshitsugu Inukai (Gifu College)
Study on Compressive Strength Characteristic and Aging of Flow Value for Geopolymer
Mortar Using Fly Ash as Active Filler

14:26 ~ 14:39 O13 Le Huu Thanh (HAU)
Weakening of RC Frame Cracked by Construction Stage subjected to Seismic Loading

International Seminar of "NIT, Gifu College" and Partner Universities,

- Environmental Sustainability, Disaster Prevention and Reduction, and Engineering Education -

Part I. Environmental Sustainability

Part II. Disaster Prevention and Reduction

Welcome Reception

Doors Open
Opening Remark by NIT, Gifu College, President Yoshito Itoh

Chapter 1. Water Environment and Waste Water Treatment

Coffee Break
Chapter 2. Urban Atmospheric Environment, Traffic and Energy

Lunch Break at Hotel Resol Gifu

Chapter 1. Earthquake and Structural Dynamics
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表-7.1 国際セミナーのプログラム（3/18-20，2018）（続き） 

14:39 ~ 14:52 O14
Phan Van Hue (MUCE)
The Influence of Masonry Infills on the Seismic Response of Reinforced Concrete Frame
Structures according to Modern Conception

14:52 ~ 15:05 O15
Cuong Nguyen Kim (MUCE)
Development of an automatic defect inspection system for civil infrastructure based on
computer vision technologies

15:05 ~ 15:25 Coffee Break

15:25 ~ 15:38 O16 Akemi EMOTO (Fukui College)
Actual condition of support to foreign residents in disaster  -Case study of Fukui prefecture-

15:38 ~ 15:51 O17
Yasuyuki Hirose (Gifu College)
Development of Smartphone Applications for Gifu Prefecture Disaster Prevention
Information Systems

15:51 ~ 16:04 O18 Bakhrom Tulaganov (TTPU)
Methods for the assessment of the seismic vulnerability of the building stock project

16:04 ~ 16:17 O19 Yoshihiro Kajimura (Akashi College)
Educational Effect of the Project Based Learning “Co+work”

16:17 ~ 16:30 O20
KAMEYAMA, Taichi (Gifu College)
Development and Application of an English Textbook Optimized for Technical College
Students

16:30 ~ 16:43 O21 Nobuyuki Ogawa (Gifu College)
Active Learning Strategy in NIT, Gifu College

16:43 ~ 16:56 O22 Taichiro Imada (Gifu College)
Development of Environmental Manipulation Device for Severely Handicapped Children

16:56 ~ 17:09 O23 Ishkrizat Taib (UTHM)
Computational Analysis on Blood Flow Recirculation of Stented Patent Ductus Arteriosus

17:09 ~ 17:22 O24 Nafarizal Nayan (UTHM)
Implementation of Japanese-style TVET in Malaysian Universities: Where the journey begins

17:22 ~ 17:52
18:00

Date Munday, March 19th, 2018
Venue Hotel Resol Gifu

Time Activities

18:30 ~ 20:00 Reception

Date Tuesday, March 20th, 2018
Venue NIT, Gifu College  &  MORIMATSU INDUSTRY CO.,LTD

Time Activities
9:00 Departure from Hotel Resol Gifu

10:00 ~ 11:00 Graduation Ceremony
11:00 ~ 13:15 Lunch Break
13:15 Departure from NIT, Gifu College
13:30 ~ 15:00 Visiting MORIMATSU INDUSTRY CO.,LTD

Part III. Engineering Education and Collaborative Research

Doors Close

Chapter2. Flooding and Risk Management

Closeing Remark by NIT, Gifu College, Vice President Kiyoshi Wada
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（1） 招待講演 （2）招待講演 

（3） 口頭発表 （4）口頭発表 

（5） ポスター発表 （6）ポスター発表 

図-7.5 国際セミナー（招待講演・口頭発表・ポスター発表） 
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（1） 参加者の記念撮影 

（2） 発表者（海外および招待講演） （3）記念品贈呈式 

（4） 昼食会 （5）昼食会 

図-7.6 国際セミナー（レセプション・昼食会） 
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図-7.7 本校ラボツアー（3次元振動台によるタンクのスロッシング実験デモ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 事前説明       （2）タンクのスロッシングに関する共同研究紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （3） 参加者の記念撮影 

 

図-7.8 森松工業(株)の工場見学（ステンレスタンク製造のグローバル企業） 

 

 

  

40



（８） シニア OBによる中核人材育成塾（リカレント教育）  

  

 岐阜高専地域連携協力会は，地域産業界等との連携・交流を深めるなどを目的に2007年12月に設立された（法

人会員 195 社，個人会員 21，特別会員 29 の合計 245 会員）．豊富な実務経験をもつシニアOB（1〜10 期生）が

「中核人材育成塾（入門：5，基礎：6，アドバンス：6，全17講座）」の講師として参画している（図-8.1参照）．

この有料講座に延べ：3,072名が受講している．さらに、受講者の満足度は80％以上であり好評を得ている（図-

8.2参照）．これらのコンテンツは，文部科学省教育AP事業と共同でコンテンツの可視化を実施している． 

 

図-8.1 中核人材育成塾（入門・基礎・アドバンスコース） 

 

図-8.2 中核人材育成塾のフォローアップ（アンケート結果） 
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（９） 同窓会若鮎会との連携

岐阜高専創設から55年，同窓会若鮎会は設立後50年が経過し，卒業生の多くはレジェンドとなっている．そ

の人材(財)を活用した公開講座（計5回）が今年度から実施され，来年度も継続事業予定である（図-9.1参照）． 

また，各学科の同窓会活動の一例として，環境都市工学科では，2007年8月，岐阜高専建設技術士有志会が設

立された．1 年生の導入教育や 4 年生のキャリア教育を進めた結果，国家資格技術士 1 次試験に大量合格，国家

Ⅱ種土木職（大卒程度）などの成果を得ている． 

今後，卒業生を核としたネットワークを再構築する予定である（図-9.2参照）． 

図-9.1 同窓会若鮎会設立50周年記念事業による公開講座（計 5回） 
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図-9.2 同窓会若鮎会との連携（岐阜高専創設 50周年記念事業） 
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ジェネリックスキルの可視化（リテラシーとコンピテンシー）

AL 推進 WG 長 小川信之 

１． PROGとは 
Progress Report on Generic Skill(PROG)は、河合塾と株式会社リアセックが共同で開発した、大学教育を通じた

ジェネリックスキル育成プログラムである。PROG とは、専攻・専門に関わらず、大卒者として社会で求められ

る汎用的な能力・態度・志向－ジェネリックスキルを育成するためのプログラムであり、提供業者の説明による

と、PROG によって、学生は、大卒者として社会で求められているジェネリックスキルを意識化し、自身の現状

を客観的に把握することが出来るとされている。提供業者の説明によると、ジェネリックスキルの気づきは、大

学での学びをより主体的なものにする原動力となるため、現状の学生のジェネリックスキルを把握することは、

各学生にとってアクティブラーニングを行うための指針としても役立つとしている。（図１）

２．実践力の測定

河合塾と株式会社リアセックが提供している PROG テストには「リテラシーテスト」と「コンピテンシーテス

ト」の 2 つがある。知識を活用して問題解決する力（リテラシー）と経験を積むことで身についた行動特性（コ

ンピテンシー）の 2 つの観点でジェネリックスキルを測定するとしている。（図２）

業者の説明によると、PROG テストは、現実的な場面を想定して作成しており、知識の有無を問う物や自己診

断的なものが多かった従来のテストと異なり、実際に知識を活用して問題を解決することが出来るか（リテラシ

ーテスト）、実際にどのように行動するのか（コンピテンシーテスト）を測定する。

河合塾と株式会社リアセックに対して対価を支払って PROG の申し込みを行うと、ジェネリックスキルを客観

的に測定する「PROG テスト」、およびテスト結果の活用をサポートする「個人報告書」「ハンドブック『PROG
の強化書』」、さらにジェネリックスキルの向上を支援する「育成プログラム」、「学生テキスト『リテラシー

強化書』」などが提供される。

図-1 Generic Skill についての業者からの提供資料 図-2 業者から提供されたリテラシーと 
コンピテンシーについての概念図

３．ジェネリックスキル育成

 大学教育においては、共通教養教育に関わる基礎的な知識、さらには、専門性の高い専門教育と共に、「社会

人基礎力」「学士力」などで表現されるジェネリックスキルの育成が求められている。これらの能力は、アドミ

ッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーが有機的に連動する教育体系の基で育成

される。その教育過程で、学生は、ポートフォリオやプログレスシート等の内容を通じて学修活動をふり返り、

教員の指導や学友のサポートを受けながら、能力を育成していくことが求められている。この過程では、大学側

の「教育力」と学生側の主体的な「学び」を、いかに連携させるかが重要点となっている。業者の説明によると、

PROG ではこの点に着目してジェネリックスキルを養成するための体系的な仕組みを提案し、その運用を含めて

支援するとしている。（図３）

44



  
図-3 支援の体系的な仕組みと運用に関する業者から 図-4 PROG により提供される内容に関する 
   提供された資料における概念図      業者から提供された資料における概念図 
 
４．ジェネリックスキル育成のための業者提供内容 
業者の説明によると、PROG テストでは、大学の「教育力」による「成長」を記録するためのアセスメントで

あるため、大学 4 年間を通して、学生一人ひとり、教員の方々双方に現時点での課題を見直し、解決策の提案を

するとしている。（図４） 
 岐阜高専では、平成２９年度の単年度分について河合塾と株式会社リアセックに対して対価を支払うことで

PROG の申し込みを行い、本科第４学年の全学生を対象に PROG のテストの受験を行った。 
 単年度の実施であるため学生の経年変化を追うことで、各々の学生がどのような成長を辿るかということは記

録では現れないが、以下では、今回実施した内容についての概要を示す。 
 
５．OECD の DeSeCo プロジェクト 
経済協力開発機構（OECD）は、DeSeCo（デセコ、Definition and Selection of Competencies:Theoretical and 

Conceptual Foundations）「コンピテンシーの定義と選択：その理論的・概念的基礎」と命名する組織により、国

際化と高度情報化の進行とともに多様性が増した複雑な社会に適合することが要求される能力概念「コンピテン

シー」を、国際的、学際的かつ政策指向的に研究した。DeSeCo の活動は、1997 年 12 月から始められ、2003 年

に最終報告を行い研究プログラムは終了している。これは、PISA 調査の概念枠組みの基本となっている。 
プロジェクトでは、知識・技能の習得を越えて、他者と共に生きるための学力を身に付け、人生成功や良好な

社会形成のための鍵となる能力概念として「キー・コンピテンシー（主要能力）」を定義した。 
これらの内容について、文部科学省の中央審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会 教育課程企画特別部

会（第 15 回）配布資料［資料２］ＯＥＣＤにおける「キー・コンピテンシー」についてでは、以下のように纏め

ている。 
【経緯】 
・教育の成果と影響に関する情報への関心が高まり、「キー・コンピテンシー（主要能力）」の特定と分析に

伴うコンセプトを各国共通にする必要性が強調。 
・こうしたなか、OECD はプログラム「コンピテンシーの定義と選択」（DeSeCo）を 1997 年末にスタート。

（2003 年に最終報告。PISA 調査の概念枠組みの基本となっている。） 
【コンピテンシーの概念】 
・「コンピテンシー（能力）」とは、単なる知識や技能だけではなく、技能や態度を含む様々な心理的・社会

的なリソースを活用して、特定の文脈の中で複雑な要求（課題）に対応することができる力。 
【キー・コンピテンシーの定義】 
・「キー・コンピテンシー」とは、日常生活のあらゆる場面で必要なコンピテンシーをすべて列挙するのでは
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なく、コンピテンシーの中で、特に、1 人生の成功や社会の発展にとって有益、2 さまざまな文脈の中でも重要な

要求（課題）に対応するために必要、3 特定の専門家ではなくすべての個人にとって重要、といった性質を持つ

として選択されたもの。 
・個人の能力開発に十分な投資を行うことが社会経済の持続可能な発展と世界的な生活水準の向上にとって唯

一の戦略。 
【キー・コンピテンシーの 3 つのカテゴリー】 
・キー・コンピテンシーは、 
1 社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力（個人と社会との相互関係） 
2 多様な社会グループにおける人間関係形成能力（自己と他者との相互関係） 
3 自律的に行動する能力（個人の自律性と主体性） 
・この 3 つのキー・コンピテンシーの枠組みの中心にあるのは、個人が深く考え、行動することの必要性。 
深く考えることには、目前の状況に対して特定の定式や方法を反復継続的に当てはまることができる力だけで

はなく、変化に対応する力、経験から学ぶ力、批判的な立場で考え、行動する力が含まれる。 
・その背景には、「変化」、「複雑性」、「相互依存」に特徴付けられる世界への対応の必要性。 
具体的には、 
1 テクノロジーが急速かつ継続的に変化しており、これを使いこなすためには、一回習得すれば終わりという

ものではなく、変化への適応力が必要に。 
2 社会は個人間の相互依存を深めつつ、より複雑化・個別化していることから、自らとは異なる文化等をもっ

た他者との接触が増大。 
3 グローバリズムは新しい形の相互依存を創出。人間の行動は、個人の属する地域や国をはるかに超える、例

えば経済競争や環境問題に左右される。 
これらの３つのキー・コンピテンシーについては、国立教育政策研究所では、下記のように纏めている。（図

５，図６） 
「キー・コンピテンシーとは、OECD が 1999 年～2002 にかけて行った「能力の定義と選択」(DeSeCo)プロジェ

クトの成果で、多数の加盟国が参加して国際的合意を得た新たな能力概念です。20 世紀末頃より、職業社会では、

コンピテンシーという能力概念が普及し始めました。この考え方は、次図に示しましたように、従来の学力を含

む能力観に加えて、その前提となる動機付けから、能力を得た結果がどれだけの成果や行動につながっているか

を客観的に測定できることが重要と視点から生まれてきました。言葉や道具を行動や成果に活用できる力（コン

ピテンス）の複合体として、人が生きる鍵となる力、キー・コンピテンシーが各国で重視され始めたのです。」 
 

  
図-5 国立教育政策研究所が纏めたコンピテンス  図-6 国立教育政策研究所が纏めた 

の概念図      ３つのキー・コンピテンシーの概念図 
 

６．PROG と OECD の DeSeCo プロジェクトの関連について 
業者の説明によると、PROG のリテラシーでは、道具を相互作用的に活用する力として具体的には、 

・言語・シンボル・テクストを相互作用的に活用 
する力（言語スキル（話し言葉、書き言葉）や、数学的スキル（グラフ、表、その他さまざまなシンボル）を

活用し、社会的コミュニケーションに効果的に参加すること） 
・知識や情報を相互作用的に活用する力（情報の特徴、社会的・イデオロギー的な文脈を批判的に考察する
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ことを前提に、知識や情報を自律的に見つけ、思慮深く、責任を持って活用すること） 
・技術を相互作用的に活用する力（情報・通信・コミュニケーション・コンピュータ技術の目的や機能を理

解して、課題に対する技術的な解決策を見出すこと） 
を測るとしている。また、業者の説明によると、PROG のコンピテンシーでは、社会的に異質な集団で交流する

力として具体的には、 
・他者とうまく関わる力（相手の価値観、信念、文化的背景に共感し、自分の情動をコントロールして関係

を維持・継続すること） 
・協力する力（共通の目的に向って、他者と協力し、一緒に仕事をすること） 
・対立を処理し、解決する力（対立する利害を調整し、または許容して解決策を見つけ出すこと） 

および、自律的に活動する力として具体的には、 
・大きな展望の中で活動する力（システムの中で、自ら役割を決定し、行動の影響を予測し、コントロール

すること） 
 

  

図-7 業者から提供された PROG のリテラシーと 図-8 業者から提供された PROG のコンピテンシー 
DeSeCo プロジェクトのキー・コンピテンシー  と DeSeCo プロジェクトのキー 
との関連についての概念図      ・コンピテンシーとの関連についての概念図 

 
・人生計画と個人的なプロジェクトを設計し、実行する力（楽観主義と自尊感情を前提に、自己を管理し、

自ら学習して新しい仕事に取り組むこと） 
・自らの権利・利益・限界・ニーズを守り、 

主張する力 
を測るとしている。 
業者の説明によると、PROG のリテラシーと DeSeCo プロジェクトのキー・コンピテンシーとの関連は、図７

のようであり、PROG のコンピテンシーと DeSeCo プロジェクトのキー・コンピテンシーとの関連は、図８のよ

うである。 
 
７．PROG のテスト内容について 
 PROG においては、「リテラシーテスト」と「コンピテンシーテスト」が行われるが、業者の説明によると、

それぞれ以下のような特色がある。 
 
「リテラシーテスト」 
現実場面で知識を活用する力「リテラシー」を問題解決のプロセスに即して客観的に測定する。そして段階的

なレベルアップをフォローする。 
 
実施形態：マーク式 
問題数：30 問 
実施時間：45 分 
測定領域：（1）問題解決能力 （2）「言語」「非言語」処理能力 
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問題解決能力の測定について 
大卒者として社会が求める問題解決能力（知識を活用し問題を解決する能力）を、「情報収集力」「情報分析

力」「課題発見力」「構想力」という、問題解決のプロセスに不可欠な４つの要素で測定・評価する。 
現実的な場面を想定して最適解を求めさせるオリジナル問題によって、単なる知識ではなく、学んだ知識をどの

ように活用できるかという、実践的な問題解決能力を測定・評価する。（図９） 
 
「言語」「非言語」処理能力の測定について 
論理的に問題解決を進めるために欠かせない、非常に基礎的な能力として「言語処理能力」と「非言語処理能

力」の２つがあげられる。PROG では「情報分析力」の要素として、それら２つの力の測定を行う。 
「言語処理能力」： 語彙や同義語、言葉のかかり受けなど、日本語の運用に関する基礎的な能力。 
「非言語処理能力」： 数的処理や推論、図の読み取りなど、情報を読み解くために必要な（言語以外の）基礎的

な能力。 
 

   

図-9 業者から提供された PROG のリテラシーテストについての概念図 
 
リテラシーの評価と育成レベルの測定について 
評価にあたっては、正答数や点数の差だけでは測れない潜在的な個々の能力を可視化する「ニューラルテスト

理論」による分析方法を導入し、受験者の現状を段階的な測定値で浮き彫りにする。 
受験者の段階は 7 段階（1～4 段階:初年次到達レベル／5～7 段階:学士課程修了レベル）に設定され、それぞれ

のレベルの到達目標が「Can-do-chart」として明示化される。（図１０）これによって、学生は自らリテラシーレ

ベルを上げていくための PDCA を実践していくことが出来る。また、それぞれの大学の実情に合った教育目標や

育成プランを構築することが出来る。 
 
「コンピテンシーテスト」 
自分を取巻く環境に実践的に働きかけ対処する力 
「コンピテンシー」を社会で活躍する社会人の実証データに基づいて客観的に測定する。（図１０） 
 
実施形態：マーク式 
設問数：両側選択方式 195 問 
場面想定形式（短文） 50 問 
場面想定形式（長文） 6 問 
計 251 問 
実施時間：40 分 
測定領域：対課題基礎力、対人基礎力、対自己基礎力 
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コンピテンシーとは 
「個人の成育歴や経験によって形成された価値体系に基づいて、環境と効果的に相互作用する（働きかけ、時

には自ら変化する）能力」と考えられ、ビジネスの世界では「高い業績を上げるものの意思決定、判断基準、あ

るいは行動特性として現れる」とされている。 
 

  

図-10 業者から提供された PROG のコンピテンシー  図-11 リテラシー強化書の案内に関する図 
の概念の分類図 

 
８．PROG 教材について 
 PROG の受験者には、PROG テスト受験結果の読み解き方、ジェネリックスキルの各能力についての解説書が

配布される。業者の説明によると、受験者は、これらを活用して自分の強み・弱みを整理して、目標を設定する

ことができ、 
また、具体的なアクションプランを 
立て、進捗を確認することができる。PROG の強化書の目次（抜粋）は、下記の通りである。 
結果報告書のトリセツ 
リテラシー／コンピテンシー強化ワークシート 
キャンパス未来図 
リテラシー解説 
コンピテンシー解説 
コンピテンシー相関図 
自己 PR 作成ワークシート 
自己 PR 作成のポイント 

また、オプション教材として、リテラシー強化書も受講生は購入して読むことができる。 
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９．岐阜高専受験者の集計結果の分析 
 岐阜高専では本科の第４学年の全員を対象として PROG テストを受験した。以下では、その結果を記す。第４

学年全員を対象として実施したが、当日に体調不良等で受験できなかった学生も若干名いたが、ほぼ全員の受験

となった。（表１） 
 

表-1 岐阜高専の PROG 受講者 
 

学科 ４年 

機械工学科 40 
電気情報工学科 40 
電子制御工学科 41 
環境都市工学科 42 
建築学科 39 

合計 202 

 
表-2 学生平均概容 

 
 

リテラシー領域 コンピテンシー領域

約78,000人 約354,000人 
受験期間

2017年4月～　 2014年7月～

2017年9月 2017年9月

学校数

181校 345校

学校区分

四年制大学 151校 297校

短 期 大 学 30校 48校

国公私立内訳

国立 19校 55校

公立 19校 36校

私立 143校 254校

文理比率

文系 52.8% 49.1%

理系 32.5% 35.2%

不明・他 14.7% 15.7%

学年比率

1年 70.0% 56.3%

2年 9.8% 11.6%

3年 18.9% 27.9%

4年 0.6% 3.0%

他 0.8% 1.3%

■学生平均概要
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図-12 学生平均に対する各学科の分布 

 
 統計的に示す際の学生平均概容について表２に示す。学生平均に対する各学科の分布は図１２のようであった。

機械工学科４年、電子制御工学科４年、建築学科４年は、リテラシー総合、コンピテンシー総合とも、学生平均

を上回っていることがわかる。岐阜工業高等専門学校４年、電気情報工学科４年、環境都市工学科４年は、リテ

ラシー総合は学生平均を上回るが、コンピテンシー総合は学生平均を下回っていることがわかる。 
 リテラシー総合に関する結果を図１３に示す。それぞれ、スコア±標準誤差×２（SE）を縦線で掲載している。

各尺度の傾向に対するコメントは、１）標準誤差×２の下限が基準値を上回る場合→「高い／上回る」２）標準誤

差×２の上限が基準値を下回る場合→「低い／下回る」３）基準値よりも大きいが、標準誤差×２の範囲内にある

場合→「高い傾向／上回る傾向」４）基準値よりも小さいが、標準誤差×２の範囲内にある場合→「低い傾向／下

回る傾向」の記述ルールとする 。 
 四年制大学理系１年（基準値）に比べて、岐阜工業高等専門学校４年、電気情報工学科４年、電子制御工学科

４年、環境都市工学科４年、建築学科４年の平均値は高く、機械工学科４年の平均値は上回る傾向にある。 
 リテラシーは、論理的思考力の程度を反映しており、問題解決には欠かせない要素であり、どのような仕事に

も普遍的に求められる力なので、高専における探求活動、研究・リサーチ、本質理解といった「学びの充実」に

よって、その伸長が期待される。 
 

 
図-13 リテラシー総合の結果 

 
リテラシー要素に関する結果１を図１４に示す。岐阜工業高等専門学校４年は、四年制大学理系１年（基準

値）に比べて、情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力の各要素の平均

値が高いことがわかる。 
 

岐阜工業高等専門学校４

年

機械工学科４年
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図-14 リテラシー要素の結果１ 
 

 リテラシー要素に関する結果２を図１５に示す。 
機械工学科４年は、四年制大学理系１年（基準値）より平均値が高い要素は、情報収集力、非言語処理能力で

ある。上回る傾向にある要素は、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力である。 
電気情報工学科４年は、四年制大学理系１年（基準値）に比べて、情報収集力、情報分析力、課題発見力、構

想力、言語処理能力、非言語処理能力の各要素の平均値は高い。 
電子制御工学科４年は、四年制大学理系１年（基準値）より平均値が高い要素は、情報分析力、構想力、言語

処理能力、非言語処理能力である。上回る傾向にある要素は、情報収集力、課題発見力である。 
 

 
図-15 リテラシー要素の結果２ 

 
 リテラシー要素に関する結果３を図１６に示す。 
環境都市工学科４年は、四年制大学理系１年（基準値）より平均値が高い要素は、情報分析力である。上回る

傾向にある要素は、情報収集力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力である。 
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建築学科４年は、四年制大学理系１年（基準値）より平均値が高い要素は、情報収集力、構想力である。上回

る傾向にある要素は、情報分析力、課題発見力、言語処理能力、非言語処理能力である。

 

図-16 リテラシー要素の結果３ 
 

リテラシー要素に関する結果４を図１７に示す。 
 

 
図-17 リテラシー要素の結果４ 

 
 コンピテンシー総合に関する結果を図１８に示す。それぞれ、スコア±標準誤差×２（SE）を縦線で掲載し

ている。各尺度の傾向に対するコメントは、１）標準誤差×２の下限が基準値を上回る場合→「高い／上回る」

２）標準誤差×２の上限が基準値を下回る場合→「低い／下回る」３）基準値よりも大きいが、標準誤差×２の
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範囲内にある場合→「高い傾向／上回る傾向」４）基準値よりも小さいが、標準誤差×２の範囲内にある場合→
「低い傾向／下回る傾向」の記述ルールとする 。 
四年制大学理系１年（基準値）に比べて、岐阜工業高等専門学校４年、機械工学科４年、電子制御工学科４

年、建築学科４年の平均値は上回る傾向にある。 
電気情報工学科４年、環境都市工学科４年の平均値は下回る傾向にある。 

 

 
図-18 コンピテンシー総合の結果 

 
 コンピテンシー大・中分類要素に関する結果１を図１９に示す。岐阜工業高等専門学校４年は、四年制大学

理系１年（基準値）より平均値が高い要素は、統率力、課題発見力である。上回る傾向にある要素は、感情制御

力、自信創出力、計画立案力、実践力である。下回る傾向にある要素は、協働力、行動持続力。低い要素は、親

和力である。 

 
 

図-19 コンピテンシー大・中分類要素に関する結果１ 
 
 コンピテンシー大・中分類要素に関する結果２を図２０に示す。機械工学科４年は、四年制大学理系１年（基

準値）より平均値が上回る傾向にある要素は、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発
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見力。下回る傾向にある要素は、親和力、計画立案力、実践力である。電気情報工学科４年は、四年制大学理系

１年（基準値）より平均値が高い要素は、統率力、計画立案力である。上回る傾向にある要素は、 
感情制御力、自信創出力、課題発見力、実践力である。下回る傾向にある要素は、協働力、行動持続力。低い

要素は、親和力である。電子制御工学科４年は、四年制大学理系１年（基準値）より平均値が高い要素は、課題

発見力である。上回る傾向にある要素は、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、計画立案力、実践力であ

る。下回る傾向にある要素は、親和力、行動持続力である。 
 

 
図-20 コンピテンシー大・中分類要素に関する結果２ 

 
 コンピテンシー大・中分類要素に関する結果３を図２１に示す。環境都市工学科４年は、四年制大学理系１年

（基準値）より平均値が上回る傾向にある要素は、統率力、課題発見力、計画立案力、実践力である。下回る傾

向にある要素は、親和力、協働力、感情制御力、自信創出力、行動持続力である。建築学科４年は、四年制大学

理系１年（基準値）より平均値が上回る傾向にある要素は、親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出

力、行動持続力である。下回る傾向にある要素は、課題発見力、計画立案力、実践力である。 

 
図-21 コンピテンシー大・中分類要素に関する結果３ 

 
コンピテンシー大・中分類要素に関する結果４を図２２に示す。 
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図-22 コンピテンシー大・中分類要素に関する結果４ 
 
コンピテンシー小分類要素に関する結果１、結果２、結果３、結果４を、それぞれ図２３、図２４、図２５、

図２６に示す。 

 
図-23 コンピテンシー小分類要素に関する結果１ 
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図-24 コンピテンシー小分類要素に関する結果２ 

 

 
図-25 コンピテンシー小分類要素に関する結果３ 

 

 
図-26 コンピテンシー小分類要素に関する結果４ 
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今回の受験に対してレベル分布としての分析結果を以下に示す。岐阜工業高等専門学校全体、機械工学科４

年、電気情報工学科４年、電子制御工学科４年、環境都市工学科４年、建築学科４年について、それぞれ、表

３、表４、表５、表６、表７、表８に示す。表では最もボリュームが多いもののセルの背景色を赤色で、１０％

以上のもののセルの背景色を肌色としている。 
 
   表-3 全体のレベル分布の分析結果   表-4 機械工学科４年のレベル分布の分析結果 

 

         
 

岐阜工業高等専門学校全体のレベル分布としての分析結果から、コンピテンシーは、親和力、協働力、行動持

続力の伸長が望まれる。 
機械工学科４年のレベル分布としての分析結果から、コンピテンシーは、親和力、計画立案力、実践力の伸長

が望まれる。 
 
  表-5 電気情報工学科４年のレベル分の分析結果 表-6 電子制御工学科４年のレベル分布の分析結果 

 

      
 
電気情報工学科４年のレベル分布としての分析結果から、コンピテンシーは、親和力、協働力、行動持続力の

伸長が望まれる。 
 電子制御工学科４年のレベル分布としての分析結果から、コンピテンシーは、親和力、行動持続力の伸長が望

まれる。 
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  表-7 環境都市工学科４年のレベル分布の分析結果   表-8 建築学科４年のレベル分布の分析結果 

           
 

環境都市工学科４年のレベル分布としての分析結果から、コンピテンシーは、親和力、自信創出力、行動持続

力の伸長が望まれる。 
 建築学科４年のレベル分布としての分析結果から、コンピテンシーは、課題発見力、計画立案力、実践力の伸

長が望まれる。 
以下に全体におけるレベル分布を表９として示す。 
 

表-9 岐阜工業高等専門学校４年のレベル分布の集計結果 
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表-9 岐阜工業高等専門学校４年のレベル分布の集計結果（続き） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                      

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )
3.5 28 47 31 32 23 17 19

(1.87) (14.2%) (23.9%) (15.7%) (16.2%) (11.7%) (8.6%) (9.6%)
3.4 29 33 45 40 35 12 4

(1.55) (14.6%) (16.7%) (22.7%) (20.2%) (17.7%) (6.1%) (2.0%)
3.3 25 45 45 39 26 15 7

(1.59) (12.4%) (22.3%) (22.3%) (19.3%) (12.9%) (7.4%) (3.5%)
4.0 18 29 34 34 33 42 11

(1.74) (9.0%) (14.4%) (16.9%) (16.9%) (16.4%) (20.9%) (5.5%)
3.5 50 22 33 29 30 19 18

(1.98) (24.9%) (10.9%) (16.4%) (14.4%) (14.9%) (9.5%) (9.0%)
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